
����������������

本
会
は
2
月
5
日
、
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
1
0

8
回
評
議
員
会
を
開
い
た
。

各
委
員
長
か
ら
過
去
1
年
間

の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、

理
事
会
と
評
議
員
会
を
合
同

開
催
す
る
本
会
の
運
営
見
直

し
案
、
今
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
、
来
年
度
各
会
計

予
算
案
な
ど
が
諮
ら
れ
、
い

ず
れ
も
了
承
が
得
ら
れ
た

（
2
〜
5
面
参
照
）
。

こ
の
日
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
野
尻
哲
雄
会
長（
大
分
市
）

は
ま
ず
、
昨
秋
の
台
風
19
号

被
害
で
募
っ
た
義
援
金
へ
の

各
市
議
会
の
協
力
に
謝
意
を

表
明
、
総
額
1
億
1
7
5
万

余
円
に
達
し
た
こ
と
を
報
告

す
る
と
と
も
に
「
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
と
復
興
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
た
。

会
長
は
続
い
て
来
年
度
税

制
改
正
・
地
方
財
政
対
策
の

概
要
に
触
れ
、
「
一
般
財
源

総
額
、
地
方
交
付
税
と
も
前

年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ

れ
、
地
方
団
体
に
と
っ
て
大

変
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ

た
」
と
述
べ
た
。

評
議
員
会
は
こ
の
後
、
長

谷
川
岳
総
務
副
大
臣
、
藤
原

崇
内
閣
府
大
臣
政
務
官
の
来

賓
あ
い
さ
つ
な
ど
に
続
い
て

報
告
・
協
議
案
件
の
審
議
に

入
り
、
地
方
行
政
委
員
会
の

川
上
幸
博
委
員
長（
出
雲
市
）

を
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
各
委

員
長
が
委
員
会
活
動
を
報
告

し
た
。

協
議
案
件
で
は
本
会
の
運

営
・
活
動
の
簡
素
化
・
効
率

化
計
画
案
な
ど
が
諮
ら
れ
、

①
理
事
会
と
評
議
員
会
の
合

同
会
議
化
②
2
月
評
議
員
会

で
の
委
員
長
報
告
廃
止
③
役

員
予
備
選
考
委
員
会
の
廃
止

―
な
ど
で
了
承
を
得
た
。
令

和
2
年
度
以
降
、
順
次
実
施

し
て
い
く
。

ま
た
、
災
害
見
舞
金
制
度

の
見
直
し
案
も
諮
ら
れ
、
今

後
は
見
舞
金
を
廃
止
し
、
国

に
対
す
る
要
望
活
動
を
発
災

後
、
速
や
か
に
実
施
す
る
こ

と
な
ど
で
了
承
を
得
た
。

同
見
舞
金
は
現
在
、
本
会

慶
弔
規
定
第
4
条
で
「
災
害

救
助
法
適
用
時
は
原
則
5
万

円
」
「
市
議
会
庁
舎
の
罹
災

時
5
万
円
」
と
定
め
て
い
る
。

近
年
、
全
国
的
に
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

見
舞
金
支
出
が
膨
れ
、
今
年

度
は
過
去
10
年
間
で
最
多
の

1
3
9
8
万
円
に
達
す
る
見

込
み
な
ど
本
会
の
財
政
運
営

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
た
。

報
告
・
協
議
案
件
に
先
立

ち
、
講
師
と
し
て
招
請
し
た

総
務
省
の
黒
田
武
一
郎
事
務

次
官
が
「
地
方
行
財
政
の
課

題
」
と
題
し
て
来
年
度
予
算

案
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
肺
炎
が
世
界

的
に
広
が
る
中
、
本
会

の
野
尻
哲
雄
会
長
は
2

月
5
、
6
の
両
日
、
迅

速
な
検
査
・
治
療
体
制

の
構
築
を
図
り
、
地
方

に
お
け
る
医
療
体
制
の

強
化
を
支
援
す
る
よ
う
、

稲
田
朋
美
自
民
党
幹
事

長
代
行
ら
政
府
・
与
党

の
責
任
者
に
緊
急
要
望

し
た
。

要
望
で
は
、
地
域
経
済
へ

の
影
響
も
考
え
、
風
評
被
害

の
防
止
に
も
積
極
対
応
す
る

よ
う
求
め
た
。

稲
田
幹
事
長
代
行
以
外
の

主
な
要
望
先
は
次
の
通
り
。

岸
田
文
雄
自
民
党
政
調
会

長
、
二
階
俊
博
同
党
幹
事
長
、

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
、

橋
本
岳
厚
生
労
働
副
大
臣
、

稲
津
久
厚
生
労
働
副
大
臣
、

小
島
敏
文
厚
生
労
働
大
臣
政

務
官
、
自
見
は
な
こ
厚
生
労

働
大
臣
政
務
官
（
2
面
に
要

望
書
）
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毎月3回5の日に発行
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令和2年
（2020年）全国 第2110・1号

ぜんこくしぎかいじゅんぽう

市議会旬報
第108回
評議員会

理理
事事
会会
とと
合合
同同
開開
催催
へへ

運運
営営
・・
活活
動動
のの
効効
率率
化化
等等
をを
了了
承承

緊急
要望
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
対対
策策

野

尻

会

長

稲田自民党幹事長代行に要望書を手渡す野尻会長

あいさつする野尻会長

（1） 令和2年2月15日 第2110・1号全国市 議 会 旬 報
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災害見舞金廃止の背景 評
議
員
会
で
了
承
を
得
ら

れ
た
運
営
見
直
し
は
次
の
通

り
。【

部
会
長
会
議
】
7
月
会

議
は
、
理
事
会
協
議
事
項
に

加
え
、
重
点
要
望
な
ど
を
含

め
て
幅
広
く
意
見
交
換
。
会

長
市
開
催
の
10
月
会
議
は
11

月
の
理
事
会
・
評
議
員
会
と

同
日
の
「
東
京
開
催
」
に
。

【
理
事
会
・
評
議
員
会
】

合
同
会
議
と
し
て
開
催
。
資

料
事
前
送
付
で
会
議
活
性
化

と
審
議
時
間
を
短
縮
化
。
2

月
評
議
員
会
で
の
委
員
長
報

告
は
書
面
の
み
に
。

【
定
期
総
会
】
会
議
時
間

の
短
縮
に
努
め
る
。

【
委
員
会
】
1
〜
2
月
委

員
会
で
実
施
し
て
い
る
講
演

会
は
見
直
し
、
所
管
行
政
の

課
題
、
政
策
の
方
向
性
な
ど

に
つ
い
て
情
報
提
供
を
充
実

す
る
方
策
を
検
討
。
理
事
会

前
後
日
の
委
員
会
設
定
に
努

め
る
。

【
役
員
市
事
務
局
長
会
議
】

年
2
回（
8
月
、
翌
年
1
月
）

開
催
は
変
わ
ら
ず
。
役
員
会

協
議
事
項
に
加
え
、
重
点
要

望
な
ど
本
会
運
営
に
つ
い
て

も
意
見
交
換
。

【
役
員
選
考
委
員
会
】
役

員
予
備
選
考
委
員
会
を
廃
止
。

【
政
務
活
動
】
与
党
幹
部

に
加
え
、
実
質
的
に
政
策
を

担
う
中
堅
幹
部
も
対
象
に
実

施
。【

発
送
物
見
直
し
】
メ
ー

ル
送
付
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
で
済
む

も
の
は
発
送
取
り
止
め
。

見見
舞舞
金金
目目
録録
をを
贈贈
呈呈

評
議
員
会
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
理
事
会
で
は
、
野
尻
会

長
か
ら
七
海
喜
久
雄
郡
山
市

議
会
議
長
へ
見
舞
金
目
録
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

本会が災害見舞金廃止を決めた背景には、近年、
大規模災害が頻発し、災害救助法適用市への見舞金
経費が著しく増大していることがある。
例えば10年前の平成21年度は対象6市で計81万円
だったが、東日本大震災があった翌平成22年度には
98市、756万円と支払いが一気に増え、以来、振れは
あるものの今年度まで高負担が続いている。このた
め当初予算計上額では足りず、補正予算を組んでの
対応を迫られることが続き、本会の財政運営が立ち
行かなくなる懸念が深まっていた。
規程の改正に当たり、見舞金の重点化も検討した

が、市の人口規模や世帯数などは極めて多様で一定
の基準で重点化する方法では公平性の確保が保てず、
かといって引き下げでは有効な使途が見出しにくく
なるとの問題点を抱えた。
見舞金の廃止に伴い、被災地の実情に即した復旧

・復興や、住民の生活支援に尽くすため、発災後で
きるだけ早期に国に対する要望を始めるなど、これ
までにも増して要望活動の充実に取り組む方針。全
国市長会との連携強化も図る。
祝意や弔意を品物や書状で表す日本の慣習を断ち

切ることは、全国市議会の結節点である本会の性格
から問題があると判断し、市の設置や新庁舎落成に
伴う記念品、正副議長の死去に伴う供花料、災害見
舞状などは現行通り続けていく。

新型コロナウイルス対策に関する要望

今般発生した新型コロナウイルスに対
し急激な感染拡大への不安が広まってき
ており、各市においても対応策を図るこ
とが急務となっている。
よって、国においては、下記の事項につ
いて、速やかな対策を講じるよう強く要
望する。

記

1 新型コロナウイルス感染症等につい
て、迅速な検査・治療体制の構築を図
ること。また、地方における医療体制の
強化を支援すること。
2 地方自治体、市民等への新型コロナ
ウイルス感染予防及び治療体制につい
て、適切に情報提供を行うこと。
3 観光を含め地域経済への影響につい
て、風評被害防止など積極的な対策を
講じること。

令和2年2月6日
全国市議会議長会
会長 野 尻 哲 雄
（大分市議会議長）

本
会
に
全
国
伝
統
工
芸
品

振
興
市
議
会
協
議
会
（
会
長

＝
松
村
理
治
金
沢
市
議
会
議

長
）
を
新
設
す
る
こ
と
が
2

月
5
日
の
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
。
伝
統
工
芸
品
を
守
り
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
に
活
動
を
進
め
る
。

昨
年
11
月
、
地
元
に
伝
統

工
芸
品
を
持
つ
全
国
40
市
区

議
会
議
長
が
協
議
会
を
設
立
、

本
会
に
協
議
会
規
定
第
3
条

第
1
項
に
基
づ
く
承
認
を
届

け
出
て
い
た
。

事
務
局
は
会
長
市
に
置
き
、

今
後
、
伝
統
工
芸
品
の
需
要

喚
起
・
販
路
拡
大
に
関
す
る

調
査
研
究
や
要
望
活
動
な
ど

に
取
り
組
む
。

役
員
市
は
次
の
通
り
。

【
会
長
】
金
沢
市
【
副
会

長
】
仙
台
市
、
丹
波
篠
山
市

【
理
事
】
岡
山
市
、
水
戸
市
、

珠
洲
市
、
加
賀
市
【
監
事
】

鳥
取
市
、
小
松
市【
相
談
役
】

京
都
市

運運
営営
・・
活活
動動
をを
簡簡
素素
効効
率率
化化

伝伝
統統
工工
芸芸
品品
協協
議議
会会
をを
新新
設設

野尻会長から贈呈を受ける
七海郡山市議長

松村伝統工芸品協会長
（金沢市）

第2110・1号 令和2年2月15日 （2）全国市 議 会 旬 報



多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ

の
参
画
促
進
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
の
「
地
方
議
会
・
議

員
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
で
、
地
方
議
会
の
な
り

手
不
足
対
策
を
中
心
に
、
議

論
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
議
会
三
団
体
（
全

国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、

全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
）
の
代
表

が
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

1
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た

第
4
回
会
議
で
は
、
今
後
の

論
点
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

状
況
に
応
じ
て
、
地
方
制
度

調
査
会
へ
の
検
討
も
想
定
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
動
向
に
つ

い
て
注
視
し
て
い
き
た
い
。

自
由
民
主
党
の
「
地
方
議

会
の
課
題
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
昨
年

9
月
の
論
点
整
理
で
、
当
面

検
討
す
べ
き
五
つ
の
事
項
を

示
し
た
が
、
「
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
」

は
、
「
引
き
続
き
議
論
を
継

続
す
べ
き
」
と
さ
れ
た
。
引

き
続
き
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

要
望
し
て
い
き
た
い
。

地
方
分
権
改
革
で
は
、
6

年
目
と
な
る
地
方
か
ら
の
提

案
募
集
方
式
に
よ
る
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本

年
度
は
、
89
・
9
％
と
い
う

高
い
割
合
で
実
現
・
対
応
に

結
び
付
い
て
い
る
。
今
後
、

所
要
の
一
括
法
案
が
、
今
通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
創
生
の

推
進
や
消
防
防
災
体
制
の
充

実
強
化
、
基
地
関
係
対
策
予

算
等
に
つ
い
て
も
、
所
要
額

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
税
制
改
正
で

焦
点
と
な
っ
て
い
た
電
気
供

給
業
に
係
る
法
人
事
業
税
の

収
入
金
額
課
税
制
度
の
堅
持

に
つ
い
て
は
、
制
度
の
大
部

分
が
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、

見
直
し
分
に
つ
い
て
も
、
固

定
資
産
税
や
軽
油
引
取
税
の

特
例
措
置
の
廃
止
等
に
よ
り
、

一
定
の
代
替
税
源
が
確
保
さ

れ
る
な
ど
、
市
町
村
の
財
政

に
与
え
る
影
響
に
配
慮
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い

て
は
、
国
体
の
公
式
練
習
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
に
参

加
す
る
選
手
へ
の
非
課
税
措

置
が
行
わ
れ
る
が
、
大
き
な

減
収
を
伴
う
対
象
年
齢
の
拡

充
は
行
わ
れ
ず
、
現
行
制
度

が
堅
持
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。同

年
度
地
方
財
政
対
策
に

つ
い
て
は
、
地
方
の
一
般
財

源
総
額
に
つ
い
て
、
前
年
度

を
0
・
7
兆
円
上
回
る
63
・

4
兆
円
が
確
保
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
方
交
付
税
は
前
年

度
を
0
・
4
兆
円
上
回
る
16

・
6
兆
円
が
確
保
さ
れ
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
も
前
年

度
よ
り
0
・
1
兆
円
抑
制
さ

れ
、
そ
の
残
高
を
0
・
5
兆

円
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
地

方
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

第
一
歩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

医
療
や
介
護
、
教
育
な
ど

社
会
文
教
施
策
の
充
実
強
化

に
向
け
要
望
し
て
き
た
。

特
に
地
域
医
療
に
関
し
て

は
昨
年
9
月
、
厚
生
労
働
省

か
ら
再
編
や
統
合
の
再
検
討

を
求
め
る
具
体
的
な
病
院
名

が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。し

か
し
、
今
回
の
公
表
は
、

公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
み

を
対
象
と
し
て
全
国
一
律
の

基
準
に
よ
り
機
械
的
に
分
析

さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の

分
析
結
果
に
基
づ
き
拙
速
な

議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
関

係
自
治
体
は
不
安
と
危
惧
を

抱
い
て
い
る
。

今
回
の
公
表
を
受
け
て
、

地
域
医
療
確
保
に
関
す
る
国

と
地
方
の
協
議
の
場
が
新
た

に
設
置
さ
れ
、
昨
年
12
月
に

開
か
れ
た
第
3
回
会
合
で
は
、

厚
生
労
働
省
か
ら
新
た
な
病

床
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
支
援

と
し
て
、
全
額
国
費
に
よ
る

予
算
事
業
を
創
設
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
総

務
省
か
ら
は
、
不
採
算
地
区

の
中
核
的
な
公
立
病
院
に
対

す
る
特
別
交
付
税
措
置
を
創

設
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本
委
員
会
と
し
て
は
、
今

後
も
、
協
議
の
場
の
動
向
に

注
視
し
、
地
域
医
療
構
想
の

実
現
に
向
け
た
取
組
が
各
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
も
の

と
な
る
よ
う
国
の
支
援
を
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

各各
委委
員員
会会
のの
活活
動動
報報
告告（（
要要
旨旨
））

地地
方方
行行
政政
委委
員員
長長

川川
上上

幸幸
博博

出出
雲雲
市市
議議
長長

地地
方方
財財
政政
委委
員員
長長

江江
上上

隆隆
行行

福福
津津
市市
議議
長長

野沢委員
（茅野市）

社社
会会
文文
教教
委委
員員

野野
沢沢

明明
夫夫

茅茅
野野
市市
議議
長長

江上委員長
（福津市）

川上委員長
（出雲市）

（3） 令和2年2月15日 第2110・1号全国市 議 会 旬 報
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本
委
員
会
で
は
、
農
林
水

産
業
や
中
小
企
業
の
振
興
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど

地
域
振
興
に
欠
か
せ
な
い
施

策
の
充
実
強
化
に
向
け
、
要

望
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

農
林
水
産
業
振
興
対
策
の

関
係
で
は
、
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
力
を
強
化
す
る

た
め
、
輸
出
先
国
の
輸
入
規

制
へ
政
府
一
体
で
対
応
す
る

「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

本
部
」
が
創
設
さ
れ
る
。

豚
コ
レ
ラ
や
ア
フ
リ
カ
豚

コ
レ
ラ
な
ど
、
家
畜
疾
病
の

発
生
予
防
・
ま
ん
延
防
止
や
、

検
疫
探
知
犬
の
増
頭
な
ど
、

水
際
検
疫
体
制
の
強
化
が
図

ら
れ
る
が
、
今
後
も
注
視
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

中
小
企
業
対
策
で
は
、
経

営
者
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
、

人
口
減
少
と
い
う
構
造
変
化

な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
つ
い
て
は
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
緊
急
対
策
に

よ
り
、
更
な
る
電
力
イ
ン
フ

ラ
の
強
靱
化
等
が
図
ら
れ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
等
の
関
係

で
は
、
昨
年
10
月
の
日
米
貿

易
協
定
等
へ
の
署
名
な
ど
を

踏
ま
え
、
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ

等
関
連
政
策
大
綱
の
改
定
ほ

か
、
所
要
の
措
置
が
図
ら
れ

て
い
る
。

今
年
度
の
本
委
員
会
は
、

部
会
選
出
委
員
9
名
の
ほ
か
、

政
府
・
与
党
要
職
者
の
地
元

選
挙
区
を
考
慮
し
て
野
尻
会

長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員
9

名
の
、
計
18
名
に
よ
っ
て
活

動
し
て
き
た
。

昨
年
11
月
21
日
に
は
、
武

田
防
災
担
当
大
臣
及
び
北
村

地
方
創
生
担
当
大
臣
を
は
じ

め
、
金
子
参
議
院
予
算
委
員

長
や
、
森
山
国
会
対
策
委
員

長
、
さ
ら
に
自
民
党
の
二
階

幹
事
長
、
税
制
調
査
会
の
甘

利
会
長
及
び
片
山
幹
事
等
の

政
府
・
政
党
の
要
職
者
に
、

本
会
の
重
点
要
望
を
行
っ
た
。

令
和
2
年
度
税
制
改
正
に

関
し
て
は
、
電
気
事
業
者
に

係
る
法
人
事
業
税
の
収
入
金

額
課
税
や
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
の
現
行
制
度
の
堅
持
を
求

め
た
。

災
害
の
復
旧
・
復
興
に
関

し
て
は
、
地
方
負
担
に
対
す

る
支
援
措
置
の
充
実
や
、
原

形
復
旧
に
と
ど
ま
ら
な
い
改

良
復
旧
等
を
求
め
た
。

ま
た
、
厚
生
年
金
制
度
へ

の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
実

現
に
つ
い
て
、
強
力
に
要
望

活
動
を
行
っ
た
。

要
望
結
果
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
長
か
ら
の
報
告
の
と

お
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
厚
生

年
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
実

現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

地
方
分
権
改
革
に
よ
る
地

方
議
会
の
担
う
役
割
の
重
要

性
が
増
大
し
、
議
員
活
動
も

会
期
中
に
留
ま
ら
ず
、
日
々
、

住
民
か
ら
の
要
望
や
当
該
団

体
の
課
題
・
調
査
を
積
極
的

に
行
う
な
ど
活
発
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
方
議
員
は

か
つ
て
の
よ
う
な
名
誉
職
か

ら
職
業
へ
と
実
態
が
変
化
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
。

我
々
は
政
府
あ
る
い
は
与

本
委
員
会
で
は
、
自
然
災

害
対
策
、
各
種
交
通
基
盤
整

備
な
ど
所
管
す
る
各
施
策
の

充
実
強
化
を
要
望
し
て
き
た
。

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

令
和
2
年
度
の
国
土
強
靱
化

関
係
予
算
案
が
増
額
計
上
さ

れ
、
堤
防
の
強
化
な
ど
の
水

害
・
土
砂
災
害
対
策
が
推
進

さ
れ
る
。
ま
た
、
緊
急
浚
渫

（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
推
進
事
業

が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
防
災

対
策
が
拡
充
さ
れ
る
。

各
種
交
通
基
盤
整
備
で
は
、

本
委
員
会
が
要
望
し
て
い
た
、

道
路
の
計
画
的
な
整
備
と
適

切
な
維
持
管
理
に
対
し
、「
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助

制
度
」
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、

老
朽
化
対
策
の
強
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
関
係
で

は
、
被
災
者
支
援
や
住
宅
再

建
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
な
ど

が
継
続
さ
れ
る
ほ
か
、
復
興

庁
の
設
置
期
限
は
令
和
2
年

度
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
10
年
間
、
延
長
す
る

方
針
が
政
府
の
復
興
推
進
会

議
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
た
。

今
通
常
国
会
へ
所
要
の
法
案

が
提
出
さ
れ
る
予
定
と
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
動
向
に

つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
5
面
へ
続
く
】

2月15日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 58市
施行時特例市 27市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

産産
業業
経経
済済
委委
員員
長長

糸糸
井井

政政
樹樹

桶桶
川川
市市
議議
長長

横山委員長
（横浜市）

国国
会会
対対
策策
委委
員員
長長

横横
山山

正正
人人

横横
浜浜
市市
議議
長長

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
長長

秋秋
田田

修修
一一

川川
西西
市市
議議
長長

糸井委員長
（桶川市）

秋田委員長
（川西市）

第2110・1号 令和2年2月15日 （4）全国市 議 会 旬 報



【
4
面
か
ら
続
く
】

第119回代議員会 議員共済会

市
議
会
議
員

共
済
会
（
会
長

�
野
尻
哲
雄
・

大
分
市
議
会
議

長
）
は
2
月
6

日
、
東
京
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
第
1
1

9
回
代
議
員
会

を
開
催
し
、
令

和
2
年
度
事
業

計
画
及
び
給
付

経
理
、
業
務
経

理
の
各
予
算
案

を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

同
事
業
計
画
は
、
昨
年
11

月
21
日
開
催
の
理
事
会
で
了

承
さ
れ
た
予
算
大
綱
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
。

こ
の
ほ
か
令
和
元
年
度
上

半
期
経
理
状
況
及
び
監
査
結

果
で
は
、
監
事
を
代
表
し
二

島
豊
司
監
事
（
港
区
議
会
議

長
）
か
ら
、
共
済
給
付
金
の

決
定
及
び
支
給
並
び
に
会
計

処
理
等
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
旨
報
告
が
あ
り
、
こ
れ

を
了
承
し
た
。

党
の
要
職
者
の
方
々
に
厚
生

年
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
要

望
活
動
を
行
っ
た
が
、
大
切

な
こ
と
は
我
々
の
仕
事
は
特

別
な
も
の
で
は
な
い
、
誰
も

が
就
け
る
職
業
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

従
っ
て
、
我
々
の
活
動
を

国
民
、
市
民
の
方
々
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第

19
回
委
員
会
で
は
、
令
和
2

年
度
政
府
予
算
編
成
を
議
題

と
す
る
「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
へ
の
本
会
の
対
応
と

し
て
、
地
方
税
制
の
拡
充
強

化
や
、
電
気
・
ガ
ス
供
給
業

者
等
に
対
す
る
法
人
事
業
税

の
収
入
金
額
課
税
及
び
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
等
の
現
行
制
度

の
堅
持
な
ど
を
決
定
し
た
。

地
方
財
政
対
策
で
は
、
地

方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
の
充
実
確
保
な

ど
を
決
定
し
、
地
方
創
生
の

更
な
る
推
進
、
続
発
し
た
自

然
災
害
へ
の
復
旧
対
策
や
国

土
強
靭
化
へ
の
取
り
組
み
等

を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
た
。

本
委
員
会
で
の
対
応
方
針

を
踏
ま
え
、
昨
年
12
月
11
日

に
開
催
さ
れ
た
「
令
和
元
年

度
第
3
回
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
に
お
い
て
、
野
尻
会

長
か
ら
政
府
に
対
し
、
本
会

の
要
望
を
伝
え
、
協
議
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
所
管

す
る
各
委
員
長
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
通
り
で
あ
る
。

本
会
は
1
月
30
、
31
の
両

日
、
東
京
・
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ
で
第
67
回
全
国
市
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会
を
開
催
。

全
国
の
市
区
議
会
か
ら
7
0

0
人
余
の
事
務
局
職
員
が
参

加
し
た
。

1
日
目
は
大
阪
府

枚
方
市
議
会
議
員
の

木
村
亮
太
氏
が
「
所

管
事
務
調
査
の
活
用

に
よ
る
政
策
提
案
事

例
に
つ
い
て
」
、
弁

護
士
の
佐
々
木
基
彰

氏
が
「
裁
判
例
か
ら

み
る
政
務
活
動
費
の

適
正
支
出
に
つ
い

て
」
、
姫
路
市
総
務

局
総
務
部
法
制
課
法
務
専
門

員
（
主
幹
）
の
稲
田
優
氏
が

「
弁
護
士
法
23
条
照
会
へ
の

対
応
と
個
人
情
報
の
保
護
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
。

2
日
目
は
名
城
大
学
法
学

部
教
授
の
庄
村
勇
人
氏
が

「
地
方
議
会
と
個
人
情
報
保

護
」
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ

ー
の
芳
野
政
明
氏
が
「
議
会

の
『
見
え
る
化
』
と
住
民
と

の
信
頼
醸
成
へ
〜
議
会
広
報

の
基
本
と
編
集
〜
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

近
く
、
講
演
の
概
要
を
旬

報
で
報
告
す
る
。

令
和
2
年
北
方
領
土
返
還

要
求
全
国
大
会
（
北
方
領
土

返
還
要
求
全
国
大
会
実
行
委

員
会
主
催
、
本
会
な
ど
地
方

六
団
体
は
構
成
団
体
）
が
2

月
7
日
の
北
方
領
土
の
日
、

東
京
・
国
立
劇
場
で
開
催
さ

れ
、
決
意
表
明
を
含
む
大
会

ア
ピ
ー
ル
を
決
定
し
た
。

大
会
で
は
、
大
会
実
行
委

員
長
の
福
永
晃
仁
氏
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
安
倍
晋
三
首

相
が
「
領
土
問
題
の
解
決
と

平
和
条
約
締
結
の
実
現
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
、
ひ
た

す
ら
に
進
ん
で
い
く
」
と
述

べ
た
。

北
方
領
土
に
つ
い
て
は
、

本
会
の
地
方
行
政
委
員
会
で

も
▽
早
期
返
還
の
実
現
▽
北

方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
対

策
等
▽
北
方
四
島
に
お
け
る

共
同
経
済
活
動
の
実
現
―
を

要
望
し
て
い
る
。

安達委員長
（神戸市）

北北
方方
領領
土土
返返
還還
でで

全全

国国

大大

会会

国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
等等

にに
関関
すす
るる
特特
別別
委委
委委
員員
長長

安安
達達

和和
彦彦

神神
戸戸
市市
議議
長長

議議
会会
事事
務務
局局
職職
員員
研研
修修
会会

77
00
00
人人
余余
がが
参参
加加

本本
会会

二島監事（港区）

来来年年度度事事業業計計画画・・予予算算決決定定

事務局職員研修会の模様

野尻会長（大分市）
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本
会
の
地
方
行
政
、
地
方
財
政
、
社
会
文
教
、
産
業

経
済
、
建
設
運
輸
の
5
委
員
会
は
1
月
21
日
〜
30
日
、

そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
催
し
、
本
年
度
の
要
望
結
果
を

了
承
し
、
次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項
を
決
定
し
た
。

（
6
〜
8
面
）

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員

長
�
川
上
幸
博
出
雲
市
議
会

議
長
）
は
1
月
30
日
、
全
国

都
市
会
館
で
第
1
5
5
回
委

員
会
を
開
催
し
た
。

協
議
で
は
、
令
和
元
年
度

本
委
員
会
要
望
結
果
の
概
要

に
つ
い
て
了
承
。
申
し
送
り

事
項
を
決
定
し
た
（
下
掲
）
。

講
師
説
明
で
は
、
菅
原
希

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進

室
次
長
、
多
田
健
一
郎
内
閣

官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
事
務
局
地
方
創
生

総
括
官
補
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
分
野
に
関
す
る
講
演
を
行

っ
た
。

【
申
し
送
り
事
項
】

1

地
方
分
権
改
革
の
推
進

▽
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見

直
し
及
び
都
道
府
県
か
ら
基

礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
等

▽
国
の
出
先
機
関
改
革
▽

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

に
お
け
る
実
効
性
の
あ
る
運

営
▽
地
方
議
会
の
活
動
を
制

約
す
る
法
令
上
の
諸
規
定
の

見
直
し

2

地
方
創
生
の
推
進

▽
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
適
切
な
位
置

付
け
▽
新
た
な
技
術
の
登
場

に
伴
う
社
会
経
済
変
化
へ
の

対
応
等
▽
防
災
・
安
全
交
付

金
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
等
の
所
要
額
等
▽
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
の
拡
充
・
継
続
▽
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
総
額
確
保

等
▽
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
等
の
弾
力
的
な
運
用
等

▽
地
方
創
生
を
総
合
的
に
支

援
す
る
地
方
債
の
創
設
▽
政

府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
の

早
期
実
現
▽
地
方
へ
の
分
散

を
促
進
す
る
取
組
の
推
進

3

参
議
院
選
挙
に
お
け
る

合
区
の
解
消

▽
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合

区
の
早
急
な
解
消

4

多
様
な
人
材
の
市
議
会

へ
の
参
画
促
進

▽
多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ

の
参
画
を
促
す
環
境
整
備
▽

更
な
る
地
方
議
会
の
権
能
強

化
▽
今
後
の
市
町
村
議
会
の

あ
り
方
▽
地
方
選
挙
に
お
け

る
投
票
時
の
移
動
支
援
に
要

す
る
経
費
の
全
額
措
置

5

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

会
議
員
の
加
入

▽
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入
の
た
め
の
法
整

備
の
早
急
な
実
現

6

頻
発
・
激
甚
化
す
る
大

規
模
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・

復
興
対
策
及
び
防
災
・
減
災

対
策
等

▽
災
害
復
旧
・
復
興
支
援
対

策
の
充
実
強
化
▽
各
種
災
害

か
ら
の
避
難
対
策
の
強
化
▽

地
震
・
津
波
・
火
山
噴
火
対

策
等
の
充
実
強
化
▽
台
風
・

集
中
豪
雨
・
豪
雪
対
策
等
の

充
実
強
化
▽
防
災
・
安
全
に

資
す
る
社
会
資
本
整
備
事
業

へ
の
支
援
▽
医
療
救
護
体
制

の
充
実
強
化
▽
原
子
力
発
電

所
の
安
全
・
防
災
対
策
の
充

実
強
化

7

消
防
防
災
体
制
の
充
実

強
化

▽
消
防
防
災
施
設
・
設
備
整

備
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充

実
強
化
▽
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
制
度
の
継
続
・
拡
充

▽
消
防
防
災
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
強
化
▽
消
防
団

の
充
実
強
化
▽
消
防
広
域
化

事
業
に
対
す
る
財
政
措
置
の

充
実
強
化

8

過
疎
地
域
の
自
立
促
進

▽
過
疎
地
域
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
▽
過
疎
地
域
へ

の
税
制
上
の
配
慮
▽
現
行
過

疎
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な

制
度
の
創
設

9

合
併
市
町
村
に
対
す
る

支
援
の
拡
充

▽
合
併
市
町
村
に
対
す
る
財

政
措
置
の
充
実
等

10

社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
に
係
る
取
組
強
化

▽
制
度
の
運
用
に
係
る
財
政

措
置
の
拡
充
▽
制
度
の
周
知

徹
底
等

11

基
地
対
策
関
係
予
算
の

確
保
等

▽
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付

金
の
所
要
額
確
保
▽
基
地
周

辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保

▽
米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行

訓
練
の
中
止

12

治
安
対
策
の
強
化
等

▽
治
安
対
策
の
強
化
▽
運
転

免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す

る
支
援
▽
拉
致
問
題
の
全
容

解
明
と
早
期
解
決

13

所
有
者
不
明
土
地
対
策

▽
地
方
自
治
体
等
が
円
滑
に

利
活
用
・
管
理
で
き
る
環
境

の
整
備
▽
所
有
者
不
明
土
地

に
関
す
る
情
報
基
盤
の
整
備

▽
不
動
産
権
利
に
関
す
る
登

記
制
度
の
見
直
し

14

北
方
領
土
返
還

▽
早
期
返
還
の
実
現
▽
北
方

領
土
隣
接
地
域
の
振
興
対
策

等
▽
北
方
四
島
に
お
け
る
共

同
経
済
活
動
の
実
現

15

竹
島
の
領
有
権
確
立

▽
竹
島
の
領
有
権
確
立
に
向

け
た
国
内
世
論
の
喚
起
や
国

際
社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル
強
化

16

日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
な
改
定
及
び
在
沖
米
軍
基

地
の
負
担
軽
減

▽
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

な
改
定
及
び
在
沖
米
軍
基
地

の
負
担
軽
減

17

人
権
救
済
制
度
の
確
立

▽
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
、
実
効
性
の
あ
る
人

権
救
済
制
度
の
確
立

18

在
留
外
国
人
向
け
相
談

体
制
の
整
備
に
向
け
た
交
付

金
の
継
続
的
・
安
定
的
な
確

保
及
び
要
件
等
の
緩
和

▽
外
国
人
受
入
環
境
整
備

交
付
金
の
継
続
的
・
安
定
的

な
確
保
及
び
要
件
等
の
緩
和

要要
望望
結結
果果
をを
了了
承承

申申
しし
送送
りり
事事
項項
決決
定定

あいさつする川上委員長
（出雲市）
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地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
�
江
上
隆
行
福
津
市
議
会

議
長
）
は
1
月
21
日
、
厚
生

会
館
で
第
1
5
1
回
委
員
会

を
開
催
し
、
欠
員
と
な
っ
て

い
た
副
委
員
長
に
紋
別
市
の

飯
田
弘
明
議
長
を
選
任
し
た
。

協
議
で
は
、
令
和
元
年
度

本
委
員
会
要
望
結
果
の
概
要

に
つ
い
て
了
承
し
、
申
し
送

り
事
項
を
決
定
（
下
掲
）
。

講
師
説
明
で
は
、
総
務
省

の
池
田
達
雄
自
治
税
務
局
企

画
課
長
、
大
沢
博
自
治
財
政

局
財
政
課
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

令
和
2
年
度
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

【
申
し
送
り
事
項
】

1

令
和
3
年
度
税
制
改
正

等▽
地
方
税
源
等
の
充
実
確
保

▽
政
令
指
定
都
市
・
中
核
市

・
施
行
時
特
例
市
に
対
す
る

税
制
上
の
特
例
措
置
の
充
実

▽
固
定
資
産
税
等
に
お
け
る

非
課
税
等
特
別
措
置
等
の
整

理
合
理
化
▽
地
方
税
法
の
改

正
時
期
の
配
慮

2

令
和
3
年
度
地
方
財
政

対
策

▽
地
方
財
源
の
充
実
確
保
▽

合
併
市
町
村
の
実
態
に
即
し

た
交
付
税
算
定
等
▽
地
方
交

付
税
の
「
地
方
共
有
税
」
へ

の
変
更
▽
地
方
債
の
元
利
償

還
に
対
す
る
地
方
交
付
税
措

置
の
確
実
な
履
行
な
ど
国
に

よ
る
確
実
な
財
政
措
置
の
実

施
等
▽
「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
の
活
用

3

令
和
3
年
度
地
方
債
計

画▽
地
方
債
資
金
の
確
保
▽
起

債
対
象
事
業
の
拡
大
等
▽
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
制
度

の
恒
久
化
等
▽
地
方
創
生
を

総
合
的
に
支
援
す
る
地
方
債

の
創
設
等
▽
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
債
の
延
長

等
▽
合
併
特
例
債
の
所
要
額

確
保
等
▽
公
的
資
金
補
償
金

免
除
繰
上
償
還
の
再
実
施

4

地
方
公
営
企
業

▽
公
営
企
業
繰
出
金
等
の
所

要
額
確
保
▽
地
方
公
営
企
業

に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実

▽
地
方
公
営
企
業
の
広
域
化

等
へ
の
支
援

5

国
庫
補
助
負
担
金

▽
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止

等
▽
国
直
轄
事
業
負
担
金
制

度
の
抜
本
的
見
直
し

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員

長
�
伏
谷
修
一
多
賀
城
市
議

会
議
長
）
は
1
月
28
日
、
全

国
都
市
会
館
で
第
1
6
7
回

委
員
会
を
開
催
し
た
。

永
野
裕
夫
副
委
員
長
（
土

佐
清
水
市
議
会
議
長
）
の
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
続
く
協
議
で

は
、
令
和
元
年
度
本
委
員
会

要
望
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

了
承
し
、
申
し
送
り
事
項
を

決
定
し
た
（
下
掲
）
。

講
師
説
明
で
は
、
鹿
沼
均

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
会
計

課
長
、
山
田
素
子
文
部
科
学

省
大
臣
官
房
会
計
課
副
長
か

ら
同
2
年
度
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

【
申
し
送
り
事
項
】

1

医
療
保
険
制
度

▽
医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的

改
革
の
推
進
▽
国
民
健
康
保

険
制
度
の
安
定
化
▽
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
充
実

2

地
域
医
療
施
策

▽
医
師
不
足
・
偏
在
対
策
の

推
進
▽
救
急
医
療
体
制
の
充

実
確
保
▽
自
治
体
病
院
へ
の

財
政
支
援
措
置
▽
国
立
病
院

機
構
の
機
能
強
化

3

保
健
衛
生
施
策
等

▽
薬
物
乱
用
防
止
対
策
の
強

化
▽
麻
し
ん
（
は
し
か
）
対

策
の
推
進
▽
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る

支
援
▽
発
達
障
害
が
疑
わ
れ

る
子
ど
も
へ
の
支
援
▽
水
道

事
業
へ
の
財
政
措
置
の
拡
充

4

介
護
保
険
制
度

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整

備
▽
介
護
従
事
者
の
確
保
・

養
成
▽
介
護
保
険
制
度
の
財

政
運
営
の
充
実

5

少
子
化
対
策
等

▽
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の

充
実
▽
保
育
所
の
待
機
児
童

解
消
▽
放
課
後
児
童
対
策
の

充
実
▽
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
推
進
▽
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
強
化

6

社
会
福
祉
施
策

▽
障
害
者
施
策
の
充
実
▽
認

知
症
施
策
の
充
実
▽
生
活
保

護
制
度
の
充
実
▽
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
へ
の
支
援
の
充
実
▽

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
▽

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
環
境
の
整
備
促
進

7

雇
用
対
策

▽
地
域
雇
用
対
策
へ
の
支
援

の
充
実
▽
雇
用
環
境
の
改
善

及
び
女
性
活
躍
の
推
進

8

環
境
保
全
施
策

▽
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
支

援
▽
廃
棄
物
処
理
対
策
へ
の

財
政
措
置
▽
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
の
推
進
▽
海
岸
漂
着
物
対

策
へ
の
財
政
措
置
▽
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
の
強
化
▽
皮
革
排

水
処
理
に
対
す
る
支
援
制
度

の
創
設
▽
放
射
性
物
質
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
適
切
な
実
施

9

文
教
施
策

▽
教
職
員
の
人
材
確
保
と
働

き
方
改
革
の
推
進
▽
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
▽
小
学

校
外
国
語
教
育
の
整
備
▽
少

人
数
教
育
の
推
進
▽
特
別
支

援
教
育
の
充
実
▽
い
じ
め
防

止
対
策
の
推
進
▽
学
校
施
設

の
耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
▽

学
校
施
設
に
お
け
る
空
調
設

備
設
置
の
促
進
▽
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
事
故
防
止
対
策
の
強

化
▽
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養

職
員
の
増
員
▽
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2

1
関
西
へ
の
支
援

飯田副委員長（紋別市）

あいさつする永野副委員長
（土佐清水市）

あいさつする江上委員長
（福津市）
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産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
は
1
月

30
日
、
全
国
都
市
会
館
で
第

1
6
7
回
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
に
糸
井
政
樹
桶
川
市

議
会
議
長
を
選
任
す
る
と
と

も
に
、
協
議
で
は
次
年
度
へ

の
申
し
送
り
事
項
を
原
案
通

り
決
定
し
た
。

冒
頭
、
副
委
員
長
を
代
表

し
て
三
原
一
髙
副
委
員
長

（
駒
ヶ
根
市
議
会
議
長
）
が

あ
い
さ
つ
。
委
員
長
補
欠
選

任
に
移
り
、
佐
藤
洋
前
委
員

長
（
桶
川
市
前
議
長
）
が
議

員
の
任
期
満
了
で
退
任
し
た

の
に
伴
い
、
後
任
の
議
長
で

あ
る
糸
井
氏
が
選
ば
れ
た
。

講
師
説
明
で
は
、
経
済
産

業
省
大
臣
官
房
会
計
課
長
の

飯
田
健
太
氏
と
農
林
水
産
省

大
臣
官
房
予
算
課
長
の
宮
浦

浩
司
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
各
省
関

係
の
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、

2
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

協
議
で
は
元
年
度
本
委
員

会
要
望
結
果
の
概
要
に
つ
い

て
了
承
。
次
年
度
申
し
送
り

事
項
に
つ
い
て
も
次
の
通
り

決
定
し
た
。

【
申
し
送
り
事
項
】

1

農
業
振
興
対
策

▽
農
業
農
村
整
備
事
業
関
連

予
算
の
安
定
的
確
保
▽
経
営

所
得
安
定
対
策
の
充
実
強
化

▽
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

の
推
進
▽
農
業
の
持
続
的
な

発
展
に
関
す
る
施
策
の
推
進

▽
食
料
自
給
率
向
上
、
国
産

農
産
物
の
消
費
拡
大
に
資
す

る
施
策
の
推
進
▽
畜
産
・
酪

農
等
の
経
営
安
定
対
策
の
充

実
強
化

2

林
業
振
興
対
策

▽
林
業
発
展
の
た
め
の
施
策

▽
森
林
経
営
管
理
法
の
円
滑

な
施
行
に
係
る
支
援
▽
森
林

整
備
の
拡
充
▽
森
林
整
備
に

よ
る
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進3

水
産
業
振
興
対
策

▽
漁
業
者
に
対
す
る
経
営
支

援
策
等
の
強
化
▽
水
産
資
源

の
維
持
等
の
た
め
の
施
策
の

推
進
▽
海
洋
ご
み
対
策

4

農
林
水
産
業
共
通
対
策

▽
農
林
水
産
業
の
持
続
的
な

経
営
維
持
・
発
展
対
策
▽
担

い
手
の
育
成
・
確
保
▽
野
生

鳥
獣
等
に
よ
る
農
林
水
産
物

被
害
防
止
対
策
の
充
実
強
化

▽
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴

う
各
国
・
地
域
の
輸
入
規
制

の
緩
和
・
撤
廃
▽
燃
油
、
飼

料
、
肥
料
等
に
関
す
る
価
格

と
供
給
の
安
定
対
策

5

食
の
安
全
及
び
消
費
者

の
信
頼
確
保
対
策

▽
食
の
安
全
性
確
保
へ
の
取

組
▽
輸
入
食
材
等
の
安
全
確

保
▽
消
費
者
安
心
・
安
全
確

保
対
策
の
推
進

6

中
小
企
業
振
興
対
策
等

▽
中
小
企
業
へ
の
支
援
▽
地

域
資
源
の
活
用
促
進
▽
地
域

商
業
の
振
興
▽
下
請
け
中
小

企
業
の
保
護

7

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策▽
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保

等
▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
施
策
の
推
進
▽
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
多
様
化
▽
採
石
法

の
充
実
強
化

8

地
域
経
済
対
策

▽
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
の
経
済
対
策
の
推
進
▽
Ｔ

Ｐ
Ｐ
等
関
連
施
策
の
実
施
と

予
算
措
置

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員

長
�
秋
田
修
一
川
西
市
議
会

議
長
）
は
1
月
22
日
、
東
京

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
第
1
6

7
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
秋
田
委
員
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
協
議
に

入
っ
た
。

協
議
で
は
、
次
年
度
へ
の

申
し
送
り
事
項
を
決
定
（
下

掲
）
。
ほ
か
、
令
和
元
年
度

要
望
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

了
承
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
木
村
典

央
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
会

計
課
長
か
ら
「
令
和
2
年
度

国
土
交
通
省
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
」
、
黒
田
昌
義
内
閣

府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）

付
参
事
官
（
総
括
担
当
）
か

ら
「
令
和
2
年
度
内
閣
府
防

災
関
係
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
っ
た
。

【
申
し
送
り
事
項
】

1

自
然
災
害
対
策

▽
災
害
復
旧
・
復
興
支
援
▽

治
山
・
治
水
対
策
の
推
進
▽

地
震
・
津
波
対
策
等
の
推
進

▽
災
害
時
の
情
報
伝
達
等
の

充
実
強
化

2

各
種
交
通
基
盤
整
備

▽
道
路
の
整
備
促
進
▽
新
幹

線
鉄
道
等
の
整
備
促
進
▽
地

域
鉄
道
等
に
対
す
る
支
援
▽

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
再
建
及

び
路
線
維
持
に
向
け
た
支
援

▽
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

支
援
▽
地
方
航
空
路
線
の
整

備
促
進
▽
港
湾
の
整
備
促
進

▽
離
島
航
路
・
航
空
路
に
対

す
る
支
援

3

都
市
基
盤
整
備

▽
社
会
資
本
整
備
事
業
等
の

推
進
▽
土
地
利
用
政
策
の
推

進
▽
中
心
市
街
地
活
性
化
等

の
推
進
▽
所
有
者
不
明
土
地

対
策
の
推
進
▽
都
市
公
園
の

整
備
推
進

4

下
水
道
整
備

▽
持
続
的
な
下
水
道
事
業
の

推
進
▽
未
普
及
地
域
の
早
期

解
消

5

観
光
立
国

▽
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
向

け
た
施
策
▽
魅
力
あ
る
観
光

地
域
づ
く
り
の
促
進

就任あいさつする糸井委員長
（桶川市）

あいさつする三原副委員長
（駒ヶ根市）

あいさつする秋田委員長
（川西市）
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長
＝
阿
部
真
之
助
福
岡

市
議
会
議
長
）
は
2
月
3
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
第
1
1
1
回
総
会
を
開
き
、
3
月
末
で
解
散
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
都
市
問
題
の
調
査
研
究
を
進
め
て
き

た
62
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
。
来
年
度
か
ら
は
、
毎

年
設
定
す
る
新
た
な
テ
ー
マ
に
関
わ
る
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
都
市
問
題
の
調
査
研
究
を
続
け
る
。

こ
の
日
、
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
阿
部
会
長
が
、
同

研
究
会
の
歴
史
と
、
解
散
決

定
に
至
る
ま
で
の
過

去
1
年
の
協
議
結
果

の
概
要
を
説
明
。
そ

の
後
の
協
議
に
お
い

て
、
同
研
究
会
の
解

散
に
当
た
っ
て
の
申

し
入
れ
が
了
承
さ
れ

た
。こ

れ
に
伴
い
、
阿

部
会
長
が
、
都
市
問

題
の
調
査
研
究
を
引
き
継
ぐ

本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長
に
申

し
入
れ
書
を
手
渡
し
、
今
後

と
も
各
市
が
課
題
を
共
有
す

る
都
市
問
題
の
発
掘
な
ど
に

努
め
る
よ
う
要
請
。
野
尻
会

長
は
「
申
し
入
れ
の
内
容
を

加
盟
市
の
総
意
と
し
て
受
け

止
め
、
来
年
度
か
ら
の
新
た

な
特
別
委
員
会
の
運
営
等
に

つ
い
て
確
実
に
反
映
さ
せ
て

い
く
」
と
応
じ
た
。

本
会
は
来
年
度
に
「
自
治

会
・
町
内
会
の
縮
小
、
解
散

問
題
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
、
全
国
で
の

自
治
会
・
町
内
会
の
現
状
把

握
を
進
め
る
と
と
も
に
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
対
応
策
な

ど
を
検
討
す
る
。

同
研
究
会
は
人
口
25
万
人

以
上
の
市
の
議
会
議
長
を
メ

ン
バ
ー
に
昭
和
32
年
創
設
。

以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
調
査
研
究
を
行

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市

環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
各

市
の
財
政
難
に
加
え
、
共
通

テ
ー
マ
の
設
定
も
困
難
に
な

っ
て
き
て
加
盟
市
が
年
々
減

少
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
昨
年
2
月
の
第

1
0
9
回
総
会
で
、
組
織
を

発
展
的
に
解
消
し
、
都
市
問

題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を

本
会
に
設
置
す
る
方
針
を
決

定
。
昨
年
8
月
の
第
1
1
0

回
総
会
で
、
第
1
1
1
回
総

会
を
解
散
総
会
と
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
た
。

こ
の
日
の
協
議
で
は
、
他

に
、
平
成
30
、
令
和
元
両
年

度
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
「
都

市
に
お
け
る
観
光
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
等
へ
の
対
応
」
に
関

す
る
報
告
書
案
を
審
議
、
了

承
が
得
ら
れ
た
（
近
く
旬
報

で
報
告
予
定
）
。

都市行政問題研究会の
解散に当たっての申し入れ

1 特別委員会における毎年度の都
市問題の選定に当たっては、全国
各市から幅広く意見を募るととも
に、各市が課題を共有し、速やか
に、国等に対し要望又は提言する
ことができる都市問題を発掘する
こと。

2 特別委員会の運営に当たっては、
会議以外にも、現地調査及び意見
交換会等の機会を積極的に活用し、
都市問題の調査・研究・分析を行
うこと。

3 特別委員会における審議及びそ
の後の要望又は提言等の成果につ
いては、全国の各市議会議長だけ
でなく、全国の各市議会議員等に
対しても、全国市議会旬報や議員
専用ホームページ等を通じて積極
的に情報提供を行うこと。

「
2
0
4
0
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
出
前
セ
ミ
ナ
ー
in
札
幌
」

が
1
月
27
日
、
札
幌
市
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
の
福

田
好
郎
事
務
局
長
が
講
演
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る

決
済
手
段
の
多
様
化
に
つ
い

て
、
社
会
の
利
便
性
向
上
を

も
た
ら
し
、
地
域
振
興
に
も

役
立
つ
と
強
調
し
た
。

演
題
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
と
地
域
活
性
化
」
。
北

海
道
内
の
議
員
約
1
1
0
人

が
聴
講
し
た
。

福
田
氏
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
を
利
用
す
る
事
業
者
、
消

費
者
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
例

示
す
る
と
と
も
に
、
昨
秋
か

ら
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
効
果
に

よ
り
全
国
で
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
現
状
を
報
告
し
た
。

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は

観
光
客
向
け
に
決
済
手
段
を

広
げ
て
い
る
札
幌
観
光
協
会

や
、
決
済
事
業
者
の
募
集
・

選
定
に
積
極
的
に
動
い
た
大

分
県
、
茨
城
県
の
事
例
を
紹

介
し
、
公
的
組
織
が
間
を
取

り
持
つ
こ
と
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
事
業
が
円
滑
に
進
む
こ

と
を
指
摘
し
た
。

同
氏
は
一
方
で
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
で
地
域
活
性
化

は
で
き
な
い
が
、
活
性
化
の

た
め
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

は
役
立
て
ら
れ
る
」
と
も
指

摘
、
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
地
域
の
魅
力
の
再
発
見

に
あ
る
こ
と
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
「
よ
り
よ
い
接
客
、

お
も
て
な
し
の
た
め
に
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
を
入
れ
て
も
ら

う
の
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ

た
。今

後
の
課
題
と
し
て
障
害

発
生
時
の
対
応
や
補
償
明
示

項
目
の
検
討
な
ど
を
挙
げ
、

ポ
イ
ン
ト
還
元
が
終
わ
っ
た

後
の
定
着
も
問
わ
れ
る
と
し

て
、
一
層
利
便
性
を
上
げ
て

い
く
必
要
性
を
強
調
し
た
。

22
00
44
00
セセ
ミミ
ナナ
ーー
札札
幌幌

キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
レレ
スス
化化

6622
年年
のの
調調
査査
・・
研研
究究
にに
幕幕

解解 散散
総総 会会

都都
市市
行行
政政
問問
題題
研研
究究
会会

阿部会長
（福岡市）

野尻会長（左）に申入書を手渡す
阿部会長

講演する福田氏
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
は
1
月
29
日
、
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
83
回

総
会
を
開
催
。
役
員
改
選
を

行
い
、
新
会
長
に
藤
本
泰
也

岩
国
市
議
会
議
長
を
選
任
し

た
。冒

頭
、舩
見
亮
悦
会
長（
三

沢
市
議
会
議
長
）
は
、
「
基

地
対
策
関
係
予
算
の
所
要
額

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
来

年
度
以
降
も
本
協
議
会
が
一

致
団
結
し
、
力
強
い
要
望
活

動
を
展
開
し
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
続
い
て
、
野
尻
本
会
会

長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓

で
あ
る
長
谷
川
岳
総
務
副
大

臣
、
岩
田
和
親
防
衛
大
臣
政

務
官
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
平
成
30
年
度

会
計
決
算
に
つ
い
て
、
有
城

正
憲
監
事
（
帯
広
市
議
会

議
長
）
か
ら
監
査
結
果
報

告
が
あ
り
、
認
定
し
た
。

令
和
2
年
度
活
動
方
針

（
案
）
で
は
、
基
地
周
辺

対
策
関
係
諸
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
強
化
の
た
め
、

「
基
地
交
付
金
・
調
整
交

付
金
の
所
要
額
確
保
等
」

と
し
て
▽
基
地
交
付
金
・

調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保

▽
調
整
交
付
金
の
義
務
的
経

費
と
し
て
の
取
り
扱
い
―
な

ど
4
項
目
、
「
基
地
周
辺
対

策
の
充
実
強
化
」
と
し
て

▽
基
地
周
辺
対
策
経
費
の

所
要
額
確
保
▽
住
宅
防
音

事
業
の
充
実
強
化
―
な
ど

12
項
目
を
活
動
目
標
と
し

て
原
案
通
り
決
定
。
2
年

度
事
業
計
画
（
案
）
、
2

年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
も
原
案
通
り
決
定
し
た
。

講
演
で
は
、
宮
崎
緑
千
葉

商
科
大
学
教
授
（
国
際
教
養

学
部
長
）
が
、
「
我
が
国
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
問
題
」

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
福
田
毅

総
務
省
自
治
税
務
局
固
定
資

産
税
課
長
が
、
「
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金

令
和
2

年
度
予
算
案
等
」
と
題
し
解

説
。
続
い
て
、
品
川
高
浩
防

衛
省
地
方
協
力
局
地
方
協
力

企
画
課
長
は
、
「
令
和
2
年

度
予
算
案

基
地
周
辺
対
策

経
費
」
と
題
し
説
明
し
た
。

新新
役役
員員
決決
定定

役
員
改
選
で
は
、
安
田
佳

正
役
員
選
考
委
員
長
（
旭
川

市
議
会
議
長
）
が
、
役
員
選

考
委
員
会
の
結
果
を
報
告
。

会
長
に
藤
本
岩
国
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。
次
い
で
、

副
会
長
、
監
事
、
理
事
を
選

任
し
た
（
役
員
一
覧
を
下

掲
）
。

新
し
く
選
任
さ
れ
た
藤
本

新
会
長
は
、
就
任
あ
い
さ
つ

と
し
て
、「
皆
様
方
の
力

添
え
を
受
け
な
が
ら
、

目
的
達
成
の
た
め
、

全
力
を
傾
注
し
、
大

役
を
果
た
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
続
い
て
、

舩
見
前
会
長
か
ら
退

任
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。そ

の
ほ
か
、
10
市

の
議
長
に
相
談
役
を
委
嘱

（
下
掲
）
。
続
い
て
、
藤
本

新
会
長
は
、
規
約
に
基
づ
き
、

会
長
職
務
代
理
者
に
伊
藤
雅

暢
副
会
長
（
恵
庭
市
議
会
議

長
）
を
指
名
し
た
。

【
令
和
2
、
3
年
度
役
員
市

町
村
（
理
事
除
く
）
】

▽
会
長
�
岩
国
市

▽
副
会
長
�
旭
川
市
、
恵
庭

市
（
会
長
職
務
代
理
）
、
滝

沢
市
、
東
根
市
、
昭
島
市
、

武
蔵
村
山
市
、
綾
瀬
市
、

木
更
津
市
、
新
発
田
市
、

各
務
原
市
、
和
泉
市
、
下

関
市
、
善
通
寺
市
、
久
留

米
市
、
大
村
市
、
鹿
屋
市
、

上
富
良
野
町
（
北
海
道
）
、

大
和
町
（
宮
城
県
）
、
瑞

穂
町
（
東
京
都
）
、
新
富

町
（
宮
崎
県
）

▽
監
事
�
角
田
市
、
狭
山
市
、

大
津
市
、
薩
摩
川
内
市
、
色

麻
町
（
宮
城
県
）

【
相
談
役
】

千
歳
市
、
三
沢
市
、
小
松

市
、
福
生
市
、
相
模
原
市
、

横
須
賀
市
、
大
和
市
、
舞
鶴

市
、
呉
市
、
佐
世
保
市

役員選考結果を報告する安田委員長
（旭川市）

基地協

新新
会会
長長
にに
藤藤
本本
岩岩
国国
市市
議議
長長

第
83
回
総
会

講演する宮崎教授

就任あいさつする藤本新会長
（岩国市）

退任あいさつする舩見前会長
（三沢市）

第83回総会の模様

監査結果報告を行う有城監事
（帯広市）
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本
会
指
定
都
市
協
議
会

（
会
長
＝
安
達
和
彦
神
戸
市

会
議
長
）
は
2
月
4
日
、
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
21

回
総
会
を
開
き
、
役
員
改
選

で
次
期
会
長
に
岩
井
雅
夫
千

葉
市
議
会
議
長
を
選
任
す
る

と
と
も
に
来
年
度
の
活
動
案

な
ど
を
決
め
た
。
8
月
に
仙

台
市
で
開
く
第
22
回
総
会
で

来
年
度
の
活
動
方
針
を
正
式

決
定
す
る
。

役
員
人
事
は
4
月
1
日
付
。

副
会
長
に
は
鈴
木
勇
治
仙
台

市
議
会
議
長
が
就
任
、
監
事

に
は
三
宅
達
也
堺
市
議
会
議

長
、
遠
藤
裕
孝
静
岡
市
議
会

議
長
が
就
く
。

役
員
改
選
に
先
立
ち
、「
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ

の
加
入
」
を
め
ぐ
る
要
望
活

動
に
つ
い
て
協
議
し
、
今
年

度
内
に
与
党
な
ど
に
改
め
て

要
望
し
て
い
く
こ
と
を
賛
成

多
数
で
決
め
た
。

具
体
的
な
日
時
、
要
望
先

は
安
達
会
長
、
村
上
幸
一
副

会
長
（
北
九
州
市
議
会
議

長
）
に
一
任
さ
れ
た
。

総
会
で
は
引
き
続
き
来
年

度
の
活
動
案
な
ど
に
つ
い
て

協
議
、
①
多
様
な
都
市
制
度

の
創
設
等
②
議
会
の
権
能
強

化
―
の
2
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
る
こ
と
を
決
定
。
要
望
項

目
案
と
し
て
は
①
多
様
な
大

都
市
制
度
の
早
期
実
現
②
地

方
税
財
源
の
充
実
確
保
③
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ

の
加
入
―
の
3
項
目
を
原
案

通
り
決
め
た
。

総
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
総

務
省
の
「
地
方
議
会
・
議
員

の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
の
昨
年
来
の
審
議
経
過

に
つ
い
て
安
達
会
長
が
報
告
。

「
地
方
議
員
の
な
り
手
不

足
」
問
題
に
つ
い
て
、
同
会

長
が
①
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
加
入
問
題
の
具
体
的

な
検
討
を
要
求
②
議
員
報
酬

・
手
当
て
の
一
律
議
論
は
困

難
と
表
明
③
選
挙
制
度
に
つ

い
て
主
権
者
教
育
の
必
要
性

を
主
張
、
ク
オ
ー
タ
制
に
つ

い
て
は
慎
重
な
検
討
を
要
求

―
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
総
会
で

は
「
来
年
度
の
歳
入
歳
出
予

算
案
」
「
来
年
度
会
議
日
程

案
」
が
諮
ら
れ
、
い
ず
れ
も

了
承
が
得
ら
れ
た
。

同
協
議
会
は
総
会
に
続
き

研
究
会
を
開
催
。
石
原
俊
彦

関
西
学
院
大
院
教
授
が
「
新

公
会
計
制
度
と
議
会
の
予
算

・
決
算
審
査
に
つ
い
て
」
と

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

総
務
省
の
「
地
方
議
会
・

議
員
の
あ
り
方
に
関
す
る
研

究
会
」
（
座
長
＝
只
野
雅
人

一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
教
授
）
の
第
4
回
会
合
が

1
月
31
日
、
全
国
都
市
会
館

で
開
か
れ
た
。
本
会
代
表
の

川
上
幸
博
地
方
行
政
委
員
長

（
出
雲
市
）
と
安
達
和
彦
指

定
都
市
協
議
会
会
長
（
神
戸

市
）
が
出
席
。
こ
れ
ま
で
の

議
論
を
踏
ま
え
た
論
点
整
理

と
検
討
の
方
向
性
（
案
）
が

同
省
か
ら
示
さ
れ
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

川
上
委
員
長
は
、
本
会
総

会
で
の
「
多
様
な
人
材
の
市

議
会
へ
の
参
画
促
進
に
関
す

る
決
議
」
の
実
現
を
改
め
て

要
望
し
、
第
32
次
地
方
制
度

調
査
会
で
追
加
審
議
、
成
案

が
得
ら
れ
る
よ
う
求
め
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
立
候
補
し

や
す
い
労
働
法
制
の
見
直
し
、

兼
業
（
請
負
）
禁
止
要
件
の

緩
和
も
訴
え
た
。

安
達
会
長
は
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
に

つ
い
て
、
「
全
国
の
地
方
議

会
の
総
論
と
し
て
は
早
急
に

実
現
す
べ
き
と
い
う
強
い
思

い
が
あ
る
」
と
し
て
具
体
的

な
検
討
を
要
請
。
低
水
準
に

あ
る
小
規
模
市
町
村
の
議
員

報
酬
引
き
上
げ
へ
の
地
方
財

政
支
援
や
主
権
者
教
育
の
必

要
性
を
唱
え
た
。

選
挙
制
度
の
見
直
し
で
は
、

議
会
で
女
性
の
割
合
を
あ
ら

か
じ
め
定
め
る
ク
オ
ー
タ
制

に
つ
い
て
両
氏
は
、
地
方
議

会
で
女
性
の
割
合
を
高
め
る

重
要
性
を
指
摘
し
た
上
で
、

逆
差
別
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
と
の
指
摘
な
ど
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
な
検
討
を
要

請
。
一
人
が
複
数
票
投
票
で

き
る
連
記
制
に
つ
い
て
も
川

上
委
員
長
は
「
政
党
本
位
の

選
挙
に
つ
な
が
り
や
す
い
と

の
指
摘
も
あ
り
、
地
方
自
治

に
と
っ
て
本
当
に
有
益
か
慎

重
な
検
討
が
必
要
」
と
述
べ

た
。

次次
期期
会会
長長
にに
岩岩
井井
千千
葉葉
市市
議議
長長

指指
定定
協協
第第
2211
回回
総総
会会

研究会で講演する
石原教授

あいさつする安達会長
（神戸市）

クク
オオ
ーー
タタ
制制
慎慎
重重
なな
検検
討討
をを

議議
会会
研研
究究
会会
でで
本本
会会

川上地方行政委員長
（出雲市）

第4回研究会の模様

岩井次期会長
（千葉市）

安達指定都市協会長
（神戸市）
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▽
大
垣
市
（
岐
阜
県
）

郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変
更
な
し

全全
国国
初初

ロロ
ボボ
ッッ
トト
導導
入入

1
月
6
日
、
大
垣
市
役
所

新
庁
舎
が
開
所
し
た
。

新
庁
舎
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
は
じ
め
と
す
る
最

先
端
技
術
を
活
用
し
た
「
電

子
市
役
所
」
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ロ
ボ

ッ
ト
に
よ
る
窓
口
案

内
な
ど
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
は
全
国
の

自
治
体
で
初
の
取
り

組
み
と
な
る
。

ま
た
、
全
フ
ロ
ア

で
の
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
や
、
税
や

証
明
書
交
付
料
の
納

付
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
対
応
す
る

な
ど
、
最
先
端
技
術
を
積
極

的
に
導
入
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

市
民
に
提
供
し
て
い
る
。

建
物
は
免
震
構
造
を
採
用

し
、
液
状
化
対
策
や
浸
水
対

策
を
す
る
な
ど
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
も
充
実
し
て
い

る
。

病病
院院
協協
がが
役役
員員
会会

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
遠

藤
政
幸
盛
岡
市
議
会
議
長
）

は
1
月
16
日
、
副
会
長
市
の

金
沢
市
で
正
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
会
長
代
理
で

あ
る
古
賀
源
一
郎
副
会
長

（
天
草
市
議
会
議
長
）
、
松

村
理
治
副
会
長
（
金
沢
市
議

会
議
長
）
、
山
野
之
義
金
沢

市
長
が
あ
い
さ
つ
。

協
議
で
は
、
令
和
元
年
度

要
望
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
了
承
し
た
。

講
師
説
明
で

は
、
藤
本
敏
文

金
沢
市
保
健
局

健
康
政
策
課
長

補
佐
に
よ
り

「
石
川
中
央
都

市
圏
に
よ
る
小

児
救
急
医
療
に

つ
い
て
」
と
題

す
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。

▼
議
長

▽
南
九
州

加
治
佐
民
生

（
元
・
12
・
25
）

▽
長
浜
押
谷
與
茂
嗣（
1
・
28
）

▽
名
取

長
南
良
彦（
2
・
3
）

▽
戸
田

手
塚
静
枝（
2
・
3
）

▼
副
議
長

▽
韮
崎

秋
山
祥
司（元

・
10
・
17
）

▽
南
九
州

吉
永
賢
三

（
元
・
12
・
25
）

▽
名
取

佐
藤
正
博（
2
・
3
）

▽
戸
田

酒
井
郁
郎（
2
・
3
）

▼
事
務
局
長

▽
鹿
屋

内
村
純
一（元

・
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

大垣市役所新庁舎【写真提供＝大垣市】

庁舎内の案内ロボット
【写真提供＝大垣市】

古賀副会長（天草市）

会議の模様
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